
















られるのか。アダム・スミスは『道徳感情論J初版 (TheTheory 01 
Moral Sentiments， 1759)1)で，自己のうちに想定された「公平な観察者」
(impartial spectator)の「共感J(sympathy)によって，あるいは「道







































ハチソンの『美と徳性の観念の起源についての研究Jl(An Inquiry into 
the Original 01 Beauty αnd Virtue， 1725)めは，その副題が示すよう
に，マンデヴィルとの対決を試みたものである。称賛への欲求はノ、チソ γ





















































































































































































































1) Adam Smith， The Theory 01 Moral Sentiments， ed. by D. D. Raphael 
and A. L. Macfie， (Oxford)， 1976. (TMS) 
2) Bernard Mandevi1e， The Fable 01 the Bees， ed. by P. Harth， (Peri-
can)， 1970. (FB) 
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Bigge， (Oxford)， 1978. (T) 
5) David Hume， Enquiries concerning Human Understanding and con-




Cf. T 499. 
7) r是認J(approbation)が適宜性に関するものであるのに対し， r称賛」
(praise) r感嘆J(admiration) r喝采J(applause) r尊重J(esteem)は
徳性に関係するが，後者が是認のー形態であることには変りない。 Cf.
TMS 20， 25. 
8) 内田義彦氏はこれを「共感獲得本能」と，キャンベノレは是認する欲求をも
含め 'desirefor mutual sympathy'とそれぞれ呼んでいる。内田義彦
『社会認識の歩みJ]， (岩波書広)， 1971年， 160ペー ジ， T. D. Campbell， 
Adam Smith's Science 01 Morals， (George Allen & Unwin)， 1972， 
50 
p. 105. 
9) Cf. V. M. Hope， Virtue by Consensus， (Oxford)， 1989， p. 86. 
10) だが，その理由づけは経験的なものに止まっている (TMS，308-10)。こ
こに，一種の直観主義であるスミス倫理学の限界の一端を見ることができ
る。
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